
（様式第１１号）

１　事業内容

２　事業効果

３　今後の取組み

※ ①自己評価（事業実施率）欄は、「Ａ」90％以上、「Ｂ」70～89％、「Ｃ」50～69％、「Ｄ」49％以下で示してください。

※ ②自己評価（事業効果）欄は、以下から選択してください。

「Ａ」：予定を上回る効果が得られた　「Ｂ」：予定していた効果が得られた

「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある
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A

事業実施期間 平成２６年　９月２０日　　から　　平成２６年１２月２２日　　まで

区の協働作業も継続することができる。

（活動がわかる写真を添付）

① 自己評価（事業実施率）

の泥上げ、農道の側溝上げや小規模な修繕などに利用

小型バックホウを購入し、今まで人力で行っていた水路

する。

冬期間のお宮、公民館等の除雪にも利用する。

② 自己評価（事業効果） B
　小型バックホウの導入により労力の軽減が図られ、高齢化により年々参加できる人も減ってきている

　道水路の軽微な補修も今までは区の作業でできなかったものが可能となる。

　実際現場で使用することによりどの程度労力の軽減が図られるか、バックホウの効果的な運用はどの

ように行えばいいかなど検討し、よりよく使えるよう改善していく。

　また、災害時の応急復旧も迅速に行うことができる。

　冬期間も除排雪に利用でき、豪雪時などの緊急な事態にも対応することができる。


